
 図-3 計測監視フロー 
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滑走路直下を横断する大断面泥水式シールドの計測管理 
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１．はじめに  

 東京国際空港では,国際線と国内線の両ターミナルを連絡す

る「際内トンネル」を築造し,ターミナル間の移動時間の短縮に

よる利便性の向上を図っている.本稿では, シールド機が滑走

路直下を横断する際の計測管理について報告する. 

２．施工条件 

 A 滑走路に影響を及ぼす範囲として、シールド掘削断面の下

端から 45度の範囲を影響範囲（平面距離 108m）と設定した（図

-1）.A 滑走路下におけるシールドの掘削対象地盤は,全断面に

おいてAc2層である.また,A滑走路直下の土被りは 24.2~24.7m

である（図-2）.  

３．A 滑走路横断時の計測管理 

 A 滑走路横断時の計測監視は図-3 のフローに基づき実施した. 

（1）計測監視方法 

A 滑走路横断時の計測監視は下記の 3つの方法で実施した. 

①高性能監視カメラ（図-4，写真-1，写真-2） 

 A 滑走路近傍の航空機信号受信局に高性能カメラを設置し,A 滑

走路舗装面の隆起,沈下傾向をリアルタイムで監視した.  

②人為測量（写真-3） 

昼間は A 滑走路近傍の保安道路よりトータルステーション（ノ

ンプリズム）を用いて舗装面の動態観測を行った.夜間は A 滑走

路閉鎖時に滑走路内に進入し,水準測量を行った. 

③中央制御室モニター（写真-4） 

 掘進中は中央制御室モニターによる掘削土量管理及び切羽水

圧,逸水量を常時監視し,掘進中の異常の有無を早期発見できる

ようにした.  
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影響範囲:108m 

 図-1 A 滑走路影響範囲平面図 

24.7m 24.2m 

図-2 土質縦断図 

①高性能カメラにて監視

②昼間：トータルステーションにて保安道路より監視

　夜間：A滑走路閉鎖水準測量にて監視

③中央監視モニターによる掘削土量、

　切羽水圧、逸水量の常時監視

臨時点検のための滑走路閉鎖の要請

隆起の頂点を調査
ラフネス判定基準に基づく測量(20測点)の実施

滑走路閉鎖延長の要請

待機箇所より補修箇所へ移動

計測監視

掘進の中止

滑走路閉鎖

応急補修作業

隆起･沈下の兆候発見

路面測量の実施

許容値以内 許容値超過

滑走路の供用再開 緊急体制へ移行
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 写真-2 A 滑走路監視カメラ監視状況 

 写真-3 A 滑走路人為測量状況 

 写真-4 中央制御室モニター監視状況 

 図-5 路面隆起高さ BHと長さ BL の関係 

 表-1 供用不可領域基準線算定結果一覧 

 図-6 応急補修入場計画図と緊急資機材 

（2）路面測量について 

上記3つの計測監視において,滑走路上の隆起,沈下傾向が認

められた際,速やかに運行情報官に連絡を行い,短期閉鎖での測

量実施の要請を行い,A 滑走路に進入して水準測量にて隆起し

た頂点を確認する計画とした.頂点を起点とし,滑走路の縦断方

向に沿って 50cm 間隔で前後 10m の高さを計測する.測点数

は,10ｍ,20 測点とした.計測の結果は,「滑走路ラフネス測量判

定基準」を適用し判定することとした（図-5、表-1）. 

4．不測の事態に備えての対応 

 A 滑走路横断中,舗装の隆起,沈下,泥水の流出が認められた際

は直ちに掘進を停止し,関係各所に状況を報告する体制を整え

た.また,不測の事態に備え,A 滑走路影響範囲内掘進中は,昼夜

ともに国際線アプローチ内に応急補修班を待機させ,緊急資機

材を常備し,応急補修要請があれば,速やかにA滑走路に向かえ

る対応を行った（図-6）. 

5．まとめ 

 適切な計測管理を実施し施工した結果,A 滑走路の航空機運

航に支障を来すことなく掘進をすることができた.今後,このよ

うな滑走路直下を横断するシールド工事において,これらの知

見が活用されれば幸いである.  
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A滑走路

待機エリア(国際線アプローチ部)

応急補修箇所
ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ 1 台

切削機　W2.0ｍ 1 台

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬｰ　W2.5m～6.0m 1 台

ﾏｶﾀﾞﾑﾛｰﾗｰ　10ｔ～20ｔ 1 台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ　10ｔ 1 台

ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞﾛｰﾗｰ　4ｔ 1 台

振動ﾛｰﾗｰ（0.5ｔ～1.0ｔ） 1 台

ﾀｲﾔｼｮﾍﾞﾙ 1 台

ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰ 1 台

振動ｺﾝﾊﾟｸﾀ（0.5ｔ～1.0ｔ） 2 台

ﾊﾝﾄﾞｽｲｰﾊﾟｰ 3 台

ﾊﾞｯｸﾎｳ（0.1㎥） 1 台

散水車 1 台

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ（9ｔ積） 8～10 台

10ｔｾﾙﾌ（場内廻送用） 1 台

投光車 1 台

ﾊﾞｷｭｰﾑ車 1 台

写真-1 高性能カメラ設置状況 
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